平成（　　）年度
決算管理チェックリスト
（新会計基準準拠・全体用）
	目的
	1．新会計基準に準拠して、財務諸表が作成されたかを確かめることができます。
2．財務諸表の表示検討を、このチェックリストに従って実施し、決算管理ファイルとして利用することで、財務諸表の透明性を高めることができます。



	チェックリストの使用方法

	
	1．決算業務の最終段階で財務諸表を出力し、財務諸表がチェックリストに合致しているかを確かめます。
2．このチェックリストを決算管理ファイルとして利用する場合は、チェックリストに従って明細表や資料を綴じ込み、決算管理ファイルを作成します。
決算管理ファイルが作成され、決算書類が完成しますと、再度財務諸表をチェックリストに従ってチェックします。



	社会福祉法人名
	

	作成者
	


【凡例】
本チェックリストで使用する略称は下記のとおりとする。
	Ｆ/Ｓ
Ｃ/Ｆ
Ｐ/Ｌ
Ｂ/Ｓ
附明
	資金収支計算書（内訳表を含む）
事業活動計算書（内訳表を含む）
貸借対照表（内訳表を含む）
資金収支計算書（内訳表を含む）
事業活動計算書（内訳表を含む）
貸借対照表（内訳表を含む）
附属明細書



なお、略称を使用せず、チェックリストの理解のために会計基準にある名称を使用していることがあります。
決算管理チェックリスト
（法人全体用）
	参照記号
	勘定科目等
	決算管理チェック項目
	ﾁｪｯｸ欄
	摘要

	Ｙ
	事業区分・拠点区分・サービス区分と財務諸表の体系
	
	

	1.1
	財務諸表
	
	
	

	
	
	・財務諸表（附属明細書を含む）を入手し、要求されているものがすべてそろっているか確かめよ。
	
	

	1.2
	経理規程に一致しているか確かめよ。
	
	

	
	
	・財務諸表（附属明細書を含む）が経理規程の記載と一致しているか。
・貸借対照表のつぎの記載されている財務諸表に対する注記5「法人が作成する財務諸表等と拠点区分、サービス区分」の記載と一致しているか。
	
	

	1.3
	内部取引の相殺消去
	
	

	
	
	・次の財務諸表で内部取引が消去されていることを確かめよ。
・資金収支内訳表（第1号の2様式）
・事業活動内訳表（第2号の2様式）
・事業区分資金収支内訳表（第1号の3様式）
・事業区分事業活動内訳表（第2号の3様式）
・別紙3、別紙4については拠点区分用決算管理チェックリストでチェックを実施する。
・内部取引に関連して、共通経費が按分基準によって按分されている場合は、按分基準と按分の内容を確かめよ。
	
	

	1.4
	内部取引と附属明細書との整合性について
	
	

	
	
	・別紙④事業区分間及び拠点区分間繰入金明細書と上記1.3の財務諸表との整合性をたしかめよ。
・別紙⑤事業区分間及び拠点区分間貸付金（借入金）残高明細書と上記1.3の財務諸表との整合性を確かめよ。
	
	

	1.5
	F/Ｓ注記と財務諸表等の関連について
	
	

	
	
	・該当ない場合は記載不要の注記
1．継続事業の前提に関する注記
3．重要な会計方針の変更
9．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高（貸借対照表上、間接法で表示している場合）
10.債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高（貸借対照表上、間接法で表示している場合）
	
	


チェック欄には、チェックが完了した場合に日付とチェック者のサインを記載します。未了の場合にはその旨と記載した日付とサインを記載します。
決算管理チェックリスト
（法人全体用）
	参照記号
	勘定科目等
	決算管理チェック項目
	ﾁｪｯｸ欄
	摘要

	
	
	・該当が無い場合、「該当なし」と記載されているか確かめよ
2．重要な会計方針
4．法人で採用する退職給付制度
5．法人が作成する財務諸表等と拠点区分、サービス区分
6．基本財産の増減の内容及び金額
7．会計基準第3章第4（4）及び（6）の規定による基本金又は国庫補助金等特別積立金の取崩し
8．担保に供している資産
11.満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益
12.関連当事者との取引の内容
13.重要な偶発債務
14.重要な後発事象
15.その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び純資産の状態を明らかにするために必要な事項
・注記事項のうち、次のものについては関連財務諸表との整合性について確かめよ。
	
	

	
	
	Ｂ/Ｓ
Ｃ/Ｆ
Ｐ/Ｌ
附明
6.基本財産の増減の内容及び金額
7.会計基準第3章第4（4）及び（6）の規定による基本金又は国庫補助金等特別積立金の取崩し
8.担保に供している資産
9.固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高（直接法で表示されている場合）
10.債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高（直接法で表示されている場合）
11.満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益
12.関連当事者との取引の内容



チェック欄には、チェックが完了した場合に日付とチェック者のサインを記載します。未了の場合にはその旨と記載した日付とサインを記載します。
決算管理チェックリスト
（法人全体用）
	参照記号
	勘定科目等
	決算管理チェック項目
	ﾁｪｯｸ欄
	摘要

	Ｙ
	整合性の点検
	
	

	2.1
	Ｃ/ＦとＰ/Ｌ
	
	

	
	
	・資金収支計算書と事業活動計算書の次頁のプルーフリストを作成し、整合性を確かめよ。
	
	

	2.2
	Ｃ/ＦとＢ/Ｓ
	
	

	
	
	・支払資金について、資金収支計算書と貸借対照表について、整合性を確かめよ。
	
	

	2.3
	Ｐ/ＬとＢ/Ｓ
	
	

	
	
	・当期活動増減差額、繰越活動増減差額について、事業活動計算書と貸借対照表について整合性を確かめよ。
	
	

	2.4
	Ｂ/Ｓと現金預金等
	
	

	
	
	・貸借対照表の現金預金、○○積立資産について、実査の記録、金融機関の残高証明等から添付の現金預金（○○積立資産を含む）明細表を完成させ、実際残高との整合性を確かめよ。
	
	

	2.5
	Ｂ/Ｓと補助簿の整合性
	
	

	
	
	・次の勘定科目の内訳明細書を入手して、金額の一致を確認し、内容に異常のないことを確かめよ。
・流動資産
・流動負債
・事業未収金
・事業未払金
・未収金
・その他の未払金
・未収補助金
・未払費用
・未収収益
・預り金
・立替金
・職員預り金
・前払金
・前受金
・前払費用
・前受収益
・仮払金
・仮受金

	
	


チェック欄には、チェックが完了した場合に日付とチェック者のサインを記載します。未了の場合にはその旨と記載した日付とサインを記載します。
資金収支計算書と事業活動計算書のプルーフリスト
資金収支計算書と事業活動計算書の違いを把握しながら、以下の合計欄が同額になることを確かめよ。
	資金の使途
	資金の源泉

	科目等
	金　額
	科目等
	金　額

	施設整備等による収入
	()
	事業活動計算書
	

	
	
	・当期活動増減差額
	()

	
	
	プラス要因
	()

	施設整備等による支出
	()
	・減価償却費
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	その他の活動による収入
	()
	マイナス要因
	()

	
	
	・国庫補助金等特別積立金取崩額
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	その他の活動による支出
	()
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	差引計
	()
	差引計
	()

	当期資金収支差額合計
	()
	
	

	合計
	()
	合計
	()


現金預金（○○積立資産を含む）明細表（全体用・拠点区分用）
　　　　　年　　月　　日現在

社会福祉法人名　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（単位：円）
	拠点区分名

または

サービス区分名
	項　　　　　　　　　　目
	当 期 末 残 高
	確
認
	内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳

	
	金融機関 ・ 支 店
	種      類
	口 座 NO.
	
	
	現 金 預 金
	有 価 証 券
	基 本 財 産
定 期 預 金
	基本財産

投資有価証券
	投資有価証券
	(　　　　　　)

積 立 資 産
	(　　　　　　)

積 立 資 産
	(　　　　　　)

積 立 資 産
	(　　　　　　)

積 立 資 産

	
	現　　　　　　　　　　　　　　　金
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	有　　　　　価　　　　証　　　　券
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	合　　　　　　計
	B／Sと確認
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 残高証明書と確認
	（注1）預金が多数あり、2枚目以降におよぶ場合は、現金・有価証券を消して使用してください。
	（注3）拠点数が少ない場合は、すべての金融機関・支店・種類・口座ごとに記載し、全体用を拠点用にも使用してください。

	（注2）全体用の記載は拠点用の合計欄を転記してください。その際は、金融機関・支店等の記載は省略してください。
	（注4）現金も金融機関・支店等の欄に記載してください。


決算管理チェックリスト
（法人全体用）
	参照記号
	勘定科目等
	決算管理チェック項目
	ﾁｪｯｸ欄
	摘要

	Ｙ
	貸借対照表残高と附属明細書について
	
	

	3.1
	基本財産及びその他の固定資産（有形・無形固定資産）の明細書
	
	

	
	
	・固定資産台帳との整合性について確かめよ。
・明細書に記載の資産科目について、つぎの金額について貸借対照表と一致しているか確かめよ。
・期首帳簿価額
・期首帳簿価額のうちの国庫補助金等の額
・期末帳簿価額
・期末帳簿価額のうちの国庫補助金等の額
・同様に財務諸表に注記されている内容と一致しているか確かめよ。
・期末帳簿価額
・減価償却累計額
・期末取得原価
	
	

	3.2
	プルーフリストの記載と当期増加額との整合性について
	
	

	
	
	・次のワークシートに該当事項を記載し一致を確かめよ。
	
	

	
	資産の種類
及び名称
基本財産及びその他の固定資産の明細書
資金収支計算書の記載と金額
事業活動計算書の記載と金額
当期増加額
うち国庫補助金等の額
科目
金額
科目
金額
合計


	3.3
	引当金明細書
	
	

	
	
	・明細書に記載の科目について、貸借対照表又は財務諸表注記の記載と一致するか確かめよ。
・同様に事業活動計算書の科目と一致するか確かめよ。
・資金収支計算書と事業活動計算書において、退職給付費用に差額がある場合においては、その差額の発生原因を把握しなさい。
	
	

	3.4
	借入金明細書
	
	

	
	
	・明細書に記載の科目について、貸借対照表の記載と一致するか確かめよ。
・期首残高
・差引期末残高
	
	


チェック欄には、チェックが完了した場合に日付とチェック者のサインを記載します。未了の場合にはその旨と記載した日付とサインを記載します。
決算管理チェックリスト
（法人全体用）
	参照記号
	勘定科目等
	決算管理チェック項目
	ﾁｪｯｸ欄
	摘要

	
	
	・当期借入金について、資金収支計算書の記載との一致を確かめよ。
・当期償還額について、資金収支計算書の記載との一致を確かめよ。
・元金償還補助金について、資金収支計算書・事業活動計算書の記載との一致を確かめよ。
・支払利息、利息補助金収入について、資金収支計算書、事業活動計算書の記載と一致を確かめよ。
・担保資産について財務諸表に注記した内容との一致を確かめよ。
	
	

	3.5
	寄附金収益明細書
	
	

	
	
	・明細書に記載の科目について、資金収支計算書、事業活動計算書の科目と一致することを確かめよ。
・基本金組入額としたものについて、事業活動計算書、貸借対照表の科目と一致することを確かめよ。
・基本金組入額としたものについて、基本金明細書の各拠点区分ごとの内訳の金額との一致を確かめよ。
	
	

	3.6
	補助金事業等収益明細書
	
	

	
	
	・明細書に記載の補助金について、資金収支計算書、事業活動計算書に計上されている補助金と整合性がとれているか確かめよ。
・同様に、国庫補助金等特別積立金に計上されたものについて、国庫補助金等特別積立金明細書との整合性について確かめよ。
	
	

	3.7
	基本金明細書
	
	

	
	
	・明細書に記載されている基本金について、Ｂ/Ｓ、Ｐ/Ｌと一致することを確かめよ。
	
	


チェック欄には、チェックが完了した場合に日付とチェック者のサインを記載します。未了の場合にはその旨と記載した日付とサインを記載します。
決算管理チェックリスト
（法人全体用）
	参照記号
	勘定科目等
	決算管理チェック項目
	ﾁｪｯｸ欄
	摘要

	3.8
	国庫補助金等特別積立金明細書
	
	

	
	
	・明細書に記載されている国庫補助金等特別積立金について、Ｂ/Ｓ、Ｐ/Ｌに計上されている金額との整合性を確かめよ。
・明細書に記載されているサービス活動費用の控除項目として計上する取崩額について、Ｂ/Ｓ、Ｐ/Ｌに計上されている金額との整合性を確かめよ。
・明細書に記載されている特別費用の控除項目として計上する取崩額について、Ｂ/Ｓ、Ｐ/Ｌに計上されている金額との整合性を確かめよ。
	
	

	3.9
	積立金・積立資産明細書
	
	

	
	
	・明細書に記載されている○○積立金について、Ｂ/Ｓ、Ｐ/Ｌに計上されている金額との整合性を確かめよ。
・明細書に記載されている○○積立資産について、Ｂ/Ｓ、Ｃ/Ｆに計上されている金額との整合性を確かめよ。
・チェックリスト2.4で作成された、現金預金（○○積立資産を含む）明細表と一致するか確かめよ。
	
	

	4.1
	内部取引消去に関する附属明細書のチェック
	
	

	
	
	（チェックリスト1.4において実施していますが、詳細にチェックします。）
・事業区分間及び拠点区分間繰入金明細書について
・明細書に記載されている繰入金が、資金収支内訳表、事業活動内訳表、事業区分資金収支内訳表、事業区分事業活動内訳表に一致するか確かめよ。
・事業区分間及び拠点区分間貸付金（借入金）残高明細書について
・明細書に記載されている貸付金（借入金）が資金収支内訳表、事業区分資金収支内訳表に一致するか確かめよ。
・事業区分あるいは拠点区分において貸付金（借入金）残高は、年度内精算が原則とされている事業においては、通常では精算されていなければならない。
もし、残高がある場合には発生理由、契約内容を確かめよ。
	
	


チェック欄には、チェックが完了した場合に日付とチェック者のサインを記載します。未了の場合にはその旨と記載した日付とサインを記載します。
決算管理チェックリスト
（法人全体用）
	参照記号
	勘定科目等
	決算管理チェック項目
	ﾁｪｯｸ欄
	摘要

	5.1
	就労支援事業別事業活動明細書
	
	

	
	
	・作成されている明細書について、資金収支計算書、事業活動計算書、貸借対照表との一致を確かめよ。
・資金収支計算書と事業活動計算書における差額について、原因を把握せよ。
・在庫増減
・その他
	
	


チェック欄には、チェックが完了した場合に日付とチェック者のサインを記載します。未了の場合にはその旨と記載した日付とサインを記載します。
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